
中
世
社
会
の
展
開
と
地
域
変
貌
(
註
1
)

i
西
相
州
を
例
と
し
て

l

中

:11 

イ白

和

{ま

ヵー

き

し

近
来
歴
史
学
に
お
い
て
、
中
世
の
権
力
を
問
題
に
す
る
と
き
、
そ
の
経
済
的
基
礎
に
個
別
庄
園
を
す
え
て
考
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

る
。
こ
れ
は
権
力
の
推
移
過
程
を
庄
園
の
構
造
変
化
に
も
と
め
よ
う
と
す
る
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
権
力
を
こ
の
様
な
視
角
か
ら
分
析
す
る

中世社会の展開と地域変貌

方
法
は
た
し
か
に
以
前
の
研
究
段
階
よ
り
進
歩
し
て
い
る
が
、
性
急
に
在
地
構
造
と
権
力
と
の
関
係
を
結
び
つ
け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
源
家
政
権
や
足
利
政
権
の
内
容
は
と
も
か
く
も
織
豊
政
権
の
段
階
に
い
た
る
も
権
力
の
出
現
地
は
東
園
、
東
海
地
方
で
あ
っ
た
事
実

か
ら
す
れ
ば
議
内
を
中
心
と
し
た
個
別
庄
園
の
研
究
成
果
を
封
建
権
力
の
成
立
過
程
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
は
誤
り
と
は
い
え
な
い

ま
で
も
、
歴
史
的
現
実
と
は
大
き
な
ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
く
に
地
域
の
特
殊
性
と
一
般
性
が
権
力
の
問
題
と
か
ら
ん
で

意
識
さ
れ
る
た
め
、
村
落
の
実
態
や
地
域
差
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
は
じ
め
か
ら
畿
内
、
辺
境
(
東

国
・
九
州
)
と
い
っ
た
権
力
の
存
在
か
ら
地
域
区
分
し
て
、
両
者
の
在
地
構
造
を
云
々
す
る
方
法
に
た
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
封
建
制
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成
立
の
論
理
性
(
古
代
は
都
市
と
そ
の
小
さ
な
領
域
か
ら
出
発
し
た
が
、
中
世
は
農
村
か
ら
出
発
し
た
0
)

や
権
力
そ
の
も
の
は
一
定
の

生
活
圏
の
政
治
要
求
H

地
域
的
要
求
に
た
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
域
変
貌
の
研
究
は
権
力
理
解
の
上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
と
く
に
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地
域
内
の
自
然
と
人
間
と
の
関
係
の
変
化
を
通
じ
て
地
域
変
貌
を
と
ら
え
、
権
力
の
推
移
過
程
を
考
え
る
の
が
地
理
学
に
於
け
る
権
力
論

と
思
う
2
2
)
O

こ
の
様
な
観
点
に
た
っ
て
西
相
州
、
現
在
の
秦
野
市
、
小
田
原
市
、
足
柄
上
郡
開
成
町
、
山
北
町
の
地
域
、
平
安
末
期
に

お
い
て
は
波
多
野
庄
、
中
村
庄
、
成
田
庄
、
曽
我
庄
、
苅
野
町
、
大
井
町
、
早
川
圧
に
わ
か
れ
て
い
た
が
、
戦
国
期
は
西
郡
と
中
郡
H

小

中
郡
、
徳
川
期
に
は
足
柄
上
郡
、
足
柄
下
郡
と
大
住
郡
の
一
部
と
な
っ
た
地
域
(
図
参
照
)
を
と
り
あ
げ
、
行
政
区
劃
の
変
化
を
つ
う
じ

て
地
域
変
貌
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
行
政
区
劃
と
い
っ
て
も
、
た
だ
漠
然
と
で
き
あ
が
る
も
の
で
な
く
、

て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
古
く
か
ら
行
政
区
劃
は
行
政
者
の
意
図
と
そ
れ
を
う
け
と
め
る
在
地
と
の
か
ら
み
あ
い
で
形
成
さ
れ
る
も

中
世
西
相
撲
之
図

〈中村系図〉

中村宗司

r宗平A，中村

平l ト土肥実平C

引 L土屋宗連日

L_ー一ー曽耗符f三D

一
つ
の
政
治
的
要
求
に
よ
っ

の
で
、
政
治
の
集
由
的
表
現
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
市
町
村
合

併
に
お
こ
る
紛
糾
に
多
く
の
こ
と
を
し
っ
て
い
る
し
、

そ
の
実
態
を
思
い
お
こ
せ
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。

平
安
末
期
の
西
相
州

一
O
世
紀
、
西
相
摸
は
足
上
郡

高
家
郷
(
高
尾
)
・
桜
井
郷
(
境
)
・
足
下
郡
垂
水
郷

(
土
肥
)
・
和
戸
郷
(
小
田
原
)
・
高
田
郷
(
高
田
)

飯
田
郷
(
飯
田
岡
)
・
小
総
郡
(
酒
匂
)
・
伴
部
郷
(
友

大
)
・
磁
長
郷
(
前
川
)
淘
綾
郡
幡
多
郡
(
波
多
郡
)

中
村
郷
(
中
村
)
な
ど
の
郷
が
律
令
制
下
の
支
配
単
位

で
あ
っ
た
(
図
参
照
)
0

こ
れ
ら
の
郷
は
少
く
と
も
そ
れ



'可

を
さ
か
の
ぼ
る
数
世
紀
前
に
成
立
し
て
い
て
、
郡
司
を
通
じ
国
司
の
も
と
に
把
握
さ
れ
て
い
た
。

「
郷
名
」
を
し
る
「
倭
名
類
衆
抄
」
は

漢
和
分
類
体
の
辞
書
で
源
順
に
よ
っ
て
一

O
世
紀
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
全
国
の
郷
名
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と

自
体
「
郷
」
の
実
体
が
う
し
な
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
ろ
の
政
治
的
事
件
と
し
て
、
中
央
貴
族
を

ふ
る
え
あ
が
ら
せ
た
東
国
の
平
将
門
の
乱
、
西
国
の
藤
原
純
友
の
乱
が
律
令
制
国
家
の
国
郡
制
支
配
の
矛
盾
を
単
的
に
表
現
し
て
い
よ

う

「
郷
」
と
は
ち
が
っ
た
も
の
に
高
野
馬
牛
牧
(
国
府
津
)
・
早
川
牧
が
官
牛
馬
養
畜
場
と
し
て
し
ら
ら
れ
て
い
た
(
延
喜
式
)
。
早
川
牧
は

嘉
保
二
年
(
一

O
九
五
)

の
こ
ろ
、
京
都
九
条
家
を
本
家
に
も
っ
た
早
川
庄
に
か
わ
り
、
散
位
従
四
位
下
大
江
公
仲
の
所
領
と
な
っ
て
い
ヘ
新
抄

五
十
畑
が
摂
津
国
四
天
王
寺
(
荒
陵
寺
に
律
令
体
制
の
な
か
で
食
封
に
あ
た
え
ら
れ
た
地
が

F勅

た
(
行
腕
却
)
0

こ
の
過
程
は
「
伴
部
郷
」

開
)
、
大
伴
郷
と
地
名
を
か
え
た
こ
と
や
(
刊
限
一
軒
御
)
、
近
衛
天
皇
が
久
安
五
年
(
二
四
九
)
建
立
し
た
山
城
国
延
勝
寺
領
に
相
模
国
足
柄

下
郡
大
井
克
が
寄
進
さ
れ
た
こ
と
に
も
し
り
え
よ
う
(
措
治
し
4
6

・g
。

す
で
に
こ
の
変
佑
に
対
し
、
平
将
門
を
頂
点
と
し
た
在
地
土
豪
の
動

中世社会の展開と地域変貌

き
を
評
価
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
一
世
紀
を
へ
た
天
養
元
年
(
一
一
四
四
)

に
は
相
模
国
留
守
所
目
代
源
頼
清
の
下
知
に
よ
り
在
地
土
豪
が

結
託
し
て
神
宮
御
厨
大
庭
に
侵
入
乱
行
し
た
。
そ
れ
は
鎌
倉
に
居
住
し
て
い
た
源
義
朝
の
郎
従
清
大
夫
安
行
・
新
藤
太
や
三
浦
庄
司
平
吉

次
(
義
次
)
・
男
同
吉
明
(
義
明
)
・
中
村
庄
司
同
宗
平
・
和
国
太
郎
同
助
弘
な
ど
の
所
従
千
余
騎
で
あ
っ
た
(
耕
一
向
)
0

義
朝
は
大
庭
御
厨
に

侵
入
す
る
ば
か
り
か
、
相
馬
御
厨
(
下
総
)

に
も
押
入
っ
た
が
、
こ
れ
を
さ
さ
え
た
の
は
国
街
・
在
庁
官
人
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
南
関
東

の
在
地
土
豪
で
あ
っ
た
。
そ
の
勢
力
の
仲
設
は
義
朝
個
人
の
組
織
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
p

長
子
義
平
が
三
浦
介
義
明
の
娘
を
妻
に
、
次

子
朝
長
が
波
多
野
義
通
の
妹
を
妻
に
も
う
け
た
こ
と
か
ら
そ
れ
ら
の
在
地
土
豪
の
要
求
の
上
に
の
っ
て
い
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
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に
次
子
朝
長
は
松
田
に
屋
敷
を
か
ま
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
波
多
野
氏
の
勢
力
の
大
き
い
こ
と
が
し
ら
れ
よ
う
。
こ

れ
ら
の
土
豪
た
ち
の
出
自
と
い
え
ば
、
殆
ど
が
京
都
か
ら
関
東
へ
下
だ
り
、
庄
園
を
管
理
し
た
庄
官
の
子
弟
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
二
世



紀
ば
か
り
の
聞
に
庄
闘
に
根
を
お
ろ
し
、

各
地
に
子
孫
を
配
置
し
て
い
っ
た

(
系
図
参
照
)
。

」
れ
に
と
も
な
い
律
令
制
下
の
郡
制
に
変
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化
が
お
こ
り
「
郡
」
は
有
名
無
実
と
な
り
、

「
庄
」
が
そ
の
把
握
の
単
位
と
な
っ
た
。

西
相
州
は
つ
ぎ
の
庄
園
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
。
波
多
野
庄
は
丹
沢
山
塊
の
分
水
界
を
北
限
に
、
淘
綾
山
塊
の
分
水
界
を
南
限
と
し
た

秦
野
盆
地
と
弥
勃
寺
盆
地
を
あ
わ
せ
た
地
域
を
い
い
、
中
村
庄
は
淘
綾
地
塊
内
に
あ
る
中
村
断
層
盆
地
域
に
あ
た
る
。
酒
匂
川
流
域
で
は

成
田
庄
が
成
田
を
中
心
に
酒
匂
川
下
流
域
に
位
し
、
庄
域
の
西
境
を
酒
匂
川
が
流
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
か
つ
て
の
庄
域
の
中
央
を
酒
匂

川
が
貫
流
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
酒
匂
川
下
流
域
の
自
然
堤
防
の
上
に
集
落
が
成
立
し
て
い
た
地
域
が
成
田
圧
と
い
え
る
。
大
井
庄
は

西
丹
沢
の
山
麓
か
ら
川
音
川
の
扇
状
地
が
展
開
す
る
地
域
に
あ
た
り
、
こ
の
庄
園
と
成
田
圧
に
は
さ
ま
れ
て
曽
我
庄
が
成
立
し
て
い
た
。

一
方
酒
匂
川
の
西
岸
、
酒
匂
川
の
つ
く
っ
た
扇
頂
部
が
苅
野
庄
に
あ
た
り
、
狩
川
の
下
流
域
か
ら
早
川
の
流
域
と
土
肥
郷
を
ふ
く
ん
だ
地

域
が
早
川
庄
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
圧
域
は
ま
っ
た
く
地
形
区
と
一
致
し
て
い
た
(
図
参
照
)
。
ま
た
こ
の
限
界
線
は
地
形
の
変
換
線
に
あ

た
り
、
当
時
の
耕
作
技
術
の
限
界
を
し
め
す
と
同
時
に
領
主
の
支
配
地
域
の
限
界
を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
地
域

は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
単
一
な
支
配
で
は
な
く
、
在
地
土
豪
・
領
家
・
本
所
と
い
っ
た
重
層
関
係
を
も
ち
得
分
が
分
配
さ
れ
て
い
た
。

と
は
い
え
そ
れ
ぞ
れ
地
域
リ
庄
域
に
よ
っ
て
こ
と
な
っ
て
い
た
。

成
田
庄
は
摂
関
家
領
で
重
層
関
係
を
も
っ
た
東
国
の
典
型
的
庄
園
で
左
大
臣
藤
原
頼
長
が
伝
領
し
て
い
た
。
保
元
の
乱
(
一
一
五
六
)

に
、
頼
長
が
殺
さ
れ
成
田
圧
が
没
官
領
と
な
り
、
後
白
河
天
皇
の
後
院
領
に
く
り
こ
ま
れ
、

「
於
官
物
者
韓
国
庫
、
至
地
利
者
徴
納
院
家
」

(ヨ
ι

羽
一
一
哨
一
肌
)
の
条
件
で
後
白
河
法
皇
が
領
家
に
な
り
、
本
家
職
を
留
保
し
て
天
台
座
主
昌
雲
に
領
家
職
を
あ
た
え
た
。
永
暦
元
年
(
一

-
〕
¥

一一，ノ

。
)
後
白
河
上
皇
が
近
江
日
吉
社
を
京
都
東
山
に
う
つ
し
、
新
日
士
ロ
社
な
る
や
、
翌
二
年
成
田
庄
本
家
職
を
寄
進
し
「
納
其
民
貢
、
令
宛

神
用
」
(
肝
技
)
に
あ
て
た
の
で
、
延
暦
寺
と
新
日
吉
社
の
両
方
に
成
田
荘
の
荘
民
は
関
係
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
鳥
羽
天
皇
皇
女
で



美
福
開
院
を
母
に
も
っ
た
八
条
院
は
全
国
に
多
く
の
庄
園
を
所
有
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
京
極
局
か
ら
寄
進
さ
れ
た
川
勾
庄
が
あ
っ
た
。

カ
ヲ
マ
ガ
リ

川
匂
は
中
村
圧
を
貫
流
し
た
押
切
川
が
砂
丘
に
よ
っ
て
河
口
が
ふ
さ
が
れ
川
が
勾
っ
て
い
る
地
点
に
あ
っ
た
の
で
川
勾
と
呼
ば
れ
た
が
、

庄
園
領
主
は
地
名
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
自
然
条
件
の
た
め
「
当
庄
本
自
狭
少
之
地
、
遼
遠
之
堺
」
と
問
題
に
し
な
か
っ
た
(
鯛
調
部
)
。

庄

国
領
主
が
ど
う
庄
地
を
考
え
て
も
、
直
接
生
産
者
の
圧
民
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
中
央
政
府
(
京
都
)

の
貴
族
{
巨
人
た
ち
の
政
治
的
変
化
に
よ
っ
て
「
庄
園
諸
職
」
所
有
者
の
交
替
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
川
勾
庄
の
様
に
「
遼
遠
之
堺
」
と
い
わ

れ
る
東
国
で
は
、
庄
園
領
主
と
圧
民
と
は
点
と
線
の
関
係
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
係
を
媒
介
す
る
も
の
に
在
地
土
豪
が
あ
っ
た
が
、
つ
ね
に
開

拓
に
関
心
を
も
ち
庄
域
の
拡
大
強
化
を
は
か
っ
て
い
た
o

大
波
多
野
に
居
を
か
ま
え
た
波
多
野
氏
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
秀
卿
流
藤
原
氏

に
出
自
を
も
っ
と
い
わ
れ
、
経
秀
の
と
き
波
多
野
氏
を
称
し
、
孫
遠
義
に
い
た
り
大
波
多
野
(
現
秦
野
市
曽
屋
)

に
居
住
し
た
と
っ
た
え

ら
れ
て
い
る
。
遠
義
の
子
義
通
は
松
田
に
住
し
松
田
氏
を
、
秀
高
は
河
村
に
住
し
て
河
村
氏
を
、
経
家
は
大
友
に
住
し
「
号
大
友
」

中世社会の展開と:W't:l変貌

(
鰐
妻
)
し
、
実
経
は
菖
蒲
に
住
し
菖
蒲
氏
を
、
家
通
は
沼
田
に
住
し
て
沼
田
氏
を
称
し
た
(
図
な
ら
び
に
波
多
野
系
図
参
照
)
。
遠
義
の
子
ら

が
居
住
地
の
地
名
を
氏
姓
と
し
た
こ
と
は
在
地
性
の
強
さ
と
同
時
に
当
時
の
耕
作
技
術
と
生
産
形
態

u
惣
領
制
的
在
地
支
配
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
逮
義
が
居
を
か
ま
え
た
波
多
野
は
義
野
盆
地
の
扇
端
部
に
位
し
、
盆
地
を
伏
流
し
た
地
下
水
の
湧
水
地
点
に
あ
た
り
、
水
量
は

ゆ
た
か
で
(
1
3
X

扇
頂
部
と
は
ち
が
い
さ
ほ
ど
自
然
災
害
を
か
う
む
ら
な
い
。
義
道
の
松
田
は
酒
匂
川
の
氾
濫
限
界
線
と
波
多
野
を
貫
流

し
、
平
地
に
出
て
扇
状
地
を
つ
く
る
扇
側
と
に
か
ぎ
ら
れ
た
地
点
に
位
す
る
の
で
水
害
を
こ
う
む
ら
ず
、
水
田
耕
作
の
用
水
は
丹
沢
山
塊
を

つ
く
る
第
三
紀
層
の
山
か
ら
常
時
供
給
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
松
田
の
集
落
は
酒
匂
川
の
つ
く
っ
た
段
丘
上
に
の
っ
て
い
る
か
ら
水
害
を
う
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け
に
く
い
。
松
田
と
同
様
な
自
然
地
理
的
条
件
に
大
友
郷
が
あ
る
が
淘
綾
地
塊
か
ら
な
が
れ
だ
す
湧
水
を
濯
減
用
水
に
利
用
し
て
い
る
。

酒
匂
川
の
西
岸
沼
田
も
河
岸
段
丘
の
上
に
の
り
、
箱
根
山
麓
か
ら
の
水
を
利
用
し
て
い
る
。
河
村
氏
は
河
村
(
現
山
北
町
)
の
谷
間
に
住
し
、
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友
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女
子

一
〔
利
根
局
〕

下
女
子

〔
大
友
〕
(
武
義
一
妾
)

l
国
同
五
l
信
景

丁
女
子

一
(
大
槻
妻
)

「
女
子

上回

ι一日妻)
〔
菖
浦
〕
。

ー
問
団
一
刊
判
明
円
一

〔
沼
田
〕
〔
柏
山
〕

霊園出自2首警高言問自

酒
匂
川
の
氾
濫
か
ら
ま
も
ら
れ
て
い

た
。
波
多
野
一
族
の
こ
の
様
な
転
出

は
ー
そ
の
後
も
つ
づ
き
松
田
義
通
の

子
義
和
は
秦
野
盆
地
の
南
端
、
平
沢

に
、
義
高
は
盆
地
か
ら
金
目
.
川
が
で

た
大
槻
に
、
河
村
秀
高
の
子
則
実

は
盆
地
の
西
側
柳
川
郷

(
一
側
)

に
転
入
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
沼

同
家
の
子
家
信
は
酒
匂
川
の
つ
く

っ
た
自
然
堤
防
上
の
栢
山
に
居
を
さ

だ
め
て
い
る
(
糊
監
訳
出
断
図
)
。

波
多
野

氏
は
盆
地
の
扇
端
湧
水
地
大
波
多
野

に
根
拠
を
定
め
、
足
柄
平
野
の
扇
側

丹
沢
山
塊
山
麓
部
か
ら
、
酒
匂
川
の

河
岸
段
丘
へ
す
す
み
さ
ら
に
転
じ
て

秦
野
盆
地
の
扇
側
部
分
と
酒
匂
川
の

つ
く
っ
た
自
然
堤
防
へ
と
勢
力
を
拡
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大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
波
多
野
氏
が
庄
官
と
し
て
波
多
野
庄
に
下
っ
た
と
き
、
こ
の
地
域
で
も
っ
と
も
生
産
力
の
高
か
っ
た
の

は
大
波
多
野
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
が
足
柄
平
野
の
扇
状
地
性
デ
ル
タ
の
扇
端
ま
で
勢
力
が
及
ん
だ
の
は
庶
子
を
各
地
に
分
散
さ
せ
、
当

時
な
り
の
生
産
を
固
定
さ
せ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
こ
の
過
程
は
そ
れ
以
前
の
当
地
域
に
お
け
る
開
拓
の
順
序
を
示
め
し
、
人
間
の
自
然
克

服
過
程
を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
は
い
え
波
多
野
氏
の
発
展
が
と
こ
二
世
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
驚
異
的
動

き
で
あ
り
、
旧
来
の
「
郷
名
」
を
単
位
と
し
た
律
令
制
下
の
村
落
内
に
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
集
落
成
立
史
上
で
重

要
な
こ
と
は
、
水
が
豊
富
に
供
給
さ
れ
る
が
、
水
害
か
ら
ま
も
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
適
、
否
は
村
落
の
規
模
や
生
産
力
の
高

低
を
も
規
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
平
野
の
開
拓
は
谷
田
か
ら
河
岸
段
丘
か
け
て
す
す
み
、
さ
ら
に
自
然
堤
防
へ
と
展
開
す
る
が
、
河
岸

段
丘
と
自
然
堤
防
の
聞
に
は
多
く
の
荒
蕪
地
が
の
こ
っ
て
い
た
。

一
方
、
盆
地
で
は
扇
状
地
の
扇
側
に
お
よ
び
、
扇
頂
か
ら
扇
央
へ
す
す

む
が
、
こ
れ
は
扇
状
地
の
自
然
地
理
的
条
件
H

盆
地
の
開
祈
状
態
に
よ
る
。
農
業
が
主
体
的
産
業
で
あ
っ
た
時
代
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開

中世社会の展開と地域変貌

拓
段
階
が
地
域
社
会
の
歴
史
を
特
徴
ず
け
て
い
る
室
主
。
波
多
野
氏
と
は
出
自
が
ち
が
う
が
、
平
良
文
系
の
中
村
庄
司
中
村
宗
平
も
実
平

を
土
肥
郷
(
湯
河
原
駅
前
地
域
)

に
、
宗
遠
を
土
屋
に
配
し
た
。
ま
た
同
系
の
曽
我
氏
は
曽
我
山
脈
の
西
側
に
居
を
か
ま
え
た
。
こ
の
動

き
は
旧
来
の
地
形
区
に
固
定
し
て
い
な
い
で
、
地
形
変
換
線
を
こ
え
て
い
る
(
図
参
照
)
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
移
る
時
点
は
こ
の

事
態
に
照
応
し
て
い
た
。

鎌
倉
政
権
の
展
開
と
地
域
の
動
向

治
承
四
年
(
一
一
八

O
)
八
月
一
七
日
源
頼
朝
は
伊
豆
国
目
代
山
木
兼
隆
を
急
襲
し
て
殺
害
、
土

肥
氏
に
さ
さ
え
ら
れ
て
土
肥
郷
に
は
い
り
、
三
浦
・
和
田
両
氏
の
援
助
を
ま
っ
た
が
、
相
模
の
土
豪
は
反
頼
朝
側
に
ま
わ
っ
た
o

八
月
二
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O
日
頼
朝
に
従
っ
た
も
の
は
土
肥
次
郎
実
平
(
早
川
)
・
同
弥
太
郎
遠
平
(
上
肥
)
・
土
屋
三
郎
宗
遠
(
土
屋
)
・
同
余
一
義
忠
(
裏
目
)
・
佐
々

木
太
郎
定
綱
・
同
次
郎
経
高
・
間
三
郎
盛
綱
・
同
四
郎
高
綱
(
以
上
渋
谷
)
・
大
庭
平
太
景
義
(
壊
島
茅
ケ
崎
)
・
豊
田
五
郎
景
俊
(
豊
田
)
・



中
村
太
郎
景
平
・
同
次
郎
盛
平
(
中
村
)
・
平
佐
古
太
郎
為
重
(
三
浦
)
で
あ
っ
た
が
、
二
二
日
に
は
三
浦
次
郎
義
澄
・
同
十
郎
義
連
・
大
多

E6 

和
三
郎
義
久
・
子
息
義
成
・
和
田
太
郎
義
盛
・
同
次
郎
義
茂
・
同
三
郎
義
実
・
多
々
良
三
郎
義
成
・
同
四
郎
明
宗
・
筑
弁
次
郎
義
行
が
三

浦
半
島
を
出
て
頼
朝
の
軍
に
投
じ
た
。
こ
れ
ら
の
武
士
の
出
自
は
平
良
文
系
の
中
村
氏
系
と
平
良
茂
か
ら
出
て
三
浦
半
島
に
播
居
し
た
三

浦
一
族
が
中
心
で
あ
っ
た
。
中
村
氏
と
三
浦
氏
の
関
係
は
こ
と
に
初
っ
た
の
で
は
な
く
、
多
く
の
平
氏
の
な
か
に
あ
っ
て
、
す
で
大
庭
の

御
厨
侵
入
当
時
か
ら
義
朝
に
従
い
相
州
に
勢
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
ま
た
三
浦
一
族
の
岡
崎
四
郎
義
実
の
妻
は
中
村
庄
司
宗
平
の
娘
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
平
氏
側
に
た
っ
た
相
模
の
武
士
は
大
庭
三
郎
景
親
・
俣
野
五
郎
景
久
・
河
村
三
郎
義
秀
・
渋
谷
庄
司
重
国
・
椅
屋
権
守

盛
久
・
海
老
名
弥
三
郎
季
貞
・
曽
我
太
郎
助
信
・
滝
口
三
郎
経
俊
・
毛
利
太
郎
景
行
・
長
尾
新
五
為
景
・
同
新
六
定
景
・
梶
原
景
時
・
飯

田
五
郎
義
家
と
波
多
野
一
族
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
相
模
の
大
き
な
庄
園
庄
官
を
し
て
在
地
に
力
の
あ
る
土
豪
武
士
で
あ
っ
た
。
出
白
か
ら

い
う
と
平
良
茂
系
の
鎌
倉
氏
を
中
心
に
藤
原
系
の
庄
官
が
連
合
し
た
が
、
と
の
段
階
で
は
た
ん
に
白
出
だ
と
か
血
縁
な
ど
は
問
題
に
な
ら

な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
大
庭
景
親
の
兄
に
あ
た
る
懐
島
景
義
は
頼
朝
側
に
た
も
、
反
対
の
松
田
義
常
の
妻
は
景
義
の
妹
で
あ
っ
た
。
し
か

し
波
多
野
一
族
や
三
浦
一
族
の
集
団
行
動
や
分
布
よ
り
当
時
は
血
縁
に
主
体
を
お
い
た
惣
領
制
支
配
が
芳
え
ら
れ
る

2
8
)が
、
さ
き
に
の

べ
た
義
朝
の
大
庭
御
厨
侵
入
の
理
由
は
「
国
役
」
を
か
け
る
か
ど
う
か
に
た
ん
を
発
し
た
と
は
い
え
、
義
朝
の
所
領
拡
大
の
意
欲
が
か
ら
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
鎌
倉
一
族
の
解
体
や
大
庭
民
の
分
裂
、
波
多
野
・
曽
我
両
氏
に
中
村
・
土
屋
・
士
肥
が
対
立
抗
争
す
る
の
も
所

領
拡
大
の
上
で
隣
持
す
る
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
。
西
相
州
の
動
き
は
そ
れ
を
単
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
士
肥
氏
が
早
川
を
へ
て
南
か
ら

足
柄
平
野
へ
伸
張
す
れ
ば
松
田
・
河
村
・
沼
田
諸
氏
と
対
立
、
曽
我
氏
ば
大
友
・
中
村
両
氏
に
か
と
ま
れ
る
た
め
、
勢
力
の
大
き
い
波
多

野
氏
側
へ
、
中
村
・
士
屋
氏
の
北
進
は
当
然
波
多
野
氏
と
ぶ
つ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
生
産
力
の
低
さ
か
ら
す
れ
ば
広

い
荒
蕪
地
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
か
と
い
と
む
た
め
の
努
力
が
対
立
を
生
ん
だ
と
と
と
思
わ
れ
る
。
と
の
様
な
動
き
が
平
安
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末
期
の
相
模
全
般
の
社
会
事
情
で
あ
っ
た
が
、
頼
朝
の
挙
兵
が
口
火
と
な
り
、

は
っ
き
り
と
地
域
的
な
動
き
に
な
り
得
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
上
に
の
っ
て
こ
そ
頼
朝
は
鎌
倉
政
権
を
つ
く
り
だ
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
八
月
二
七
日
頼
朝
は
決
定
的
敗
北
を
こ
う
む

り
、
土
肥
郷
岩
浦
か
ら
安
一
房
一
に
の
が
れ
た
。
そ
れ
は
三
浦
氏
が
安
一
時
と
地
域
的
に
近
い
の
で
同
盟
を
結
ん
で
い
た
上
総
介
広
常
を
た
ょ
っ

て
再
挙
を
は
か
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
頼
朝
の
心
中
疑
心
暗
鬼
の
も
の
が
あ
っ
た
が
、

日
を
お
い
事
態
は
か
わ
り
、
さ
き

一
O
年
六
日
相
模
国
鎌
倉
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
富
山
車
竺
。

は
鶴
岡
八
幡
宮
が
建
立
さ
れ
、
相
模
国
桑
原
郷
(
小
田
原
市
)
が
御
供
料
所
に
、
宮
根
権
現
御
神
料
に
平
河
本
庄
が
寄
進
さ
れ
、
波
多
野

に
反
頼
朝
に
ま
わ
っ
た
武
蔵
の
武
士
に
さ
さ
え
ら
れ
、

一
O
月
一
六
日
に

義
常
は
自
殺
し
、
そ
の
遺
僚
は
大
庭
景
義
が
あ
ず
か
り
、
大
庭
景
親
・
俣
野
景
久
・
山
内
経
俊
・
曽
我
祐
信
が
く
だ
り
、
相
州
の
戦
闘
は

お
わ
り
を
つ
げ
た
。
寿
永
二
年
(
一
一
八
一
二
)
頼
朝
は
鶴
岡
八
幡
宮
に
田
嶋
郷
と
高
田
郷
両
郷
(
小
田
原
市
)
を
寄
進
し
た
。
両
郷
が
曽
我
郷

に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
曽
我
氏
の
所
領
の
削
除
部
分
と
も
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
頼
朝
は
平
氏
側
に
た
っ
た
波
多
野
・
松
田
・
河
村
・

中世社会¢展開と地域変貌

曽
我
の
諸
氏
を
御
家
人
に
み
と
め
た
。
こ
の
妥
協
は
在
地
構
造
そ
の
も
の
か
ら
き
て
い
る
と
は
い
え
、
旧
来
の
庄
園
と
在
地
の
関
係
を
も

否
定
ぜ
ず
、
頼
朝
は
か
え
っ
て
そ
れ
を
擁
護
し
、

八
条
院
領
中
村
庄
・
大
井
圧
・
前
堀
河
源
大
納
言
領
美
原
郷
余
回
の
「
乃
貢
未
済
」
を

催
促
し
て
い
る
。

一
方
、
土
肥
・
中
村
・
土
屋
の
諸
氏
は
西
相
州
へ
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
鎌
倉
政
権
内
で
も
重
要
役
割
を
は
た

し
た
。
な
お
土
肥
氏
は
梶
原
氏
と
と
も
に
西
国
惣
追
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
文
治
二
年
に
は
「
国
力
凋
幣
人
民
殆
泥
東
作
業
、

令
憐
慾
給
之
余
仰
三
浦
介
、
中
村
庄
司
等
相
模
国
中
為
宗
百
姓
等
給
率
-
牙
人
別

二
品
(
頼
朝
)

一
斗
」
と
み
え
相
模
国
に
お
い
て
は
幕
令
が
、
三
浦
氏
と

中
村
庄
司
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
伝
達
が
お
こ
な
わ
れ
「
宗
百
姓
」

U

有
力
百
姓
を
つ
う
じ
て
郷
村
内
に
い
き
と
ど
い
た
こ
と
が
し
り
う
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る
。
こ
の
関
係
は
郷
村
内
の
階
級
関
係
を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
義
朝
の
乳
人
摩
々
が
早
川
圧
に
七
町
の
団
地
と
屋
敷
を
も
っ

て
生
活
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
保
証
す
る
の
は
惣
領
地
顕
で
あ
っ
た
。
早
川
庄
で
は
名
主
職
を
進
退
で
き
る
地
頭
職
保
有
者
で
あ
る
有
力



名
主
が
地
頭
と
な
っ
た
土
肥
実
平
で
あ
る
し
、
八
条
院
領
河
勾
圧
に
住
み
、
波
多
野
庄
岩
殿
観
音
堂
の
謂
経
を
奉
行
し
た
酒
勾
七
郎
政
頼
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も
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。
摂
関
家
領
早
川
庄
の
地
頭
や
延
勝
寺
領
大
井
庄
で
は
旧
来
の
関
係
を
の
こ
し
な
が
ら
地
頭
は
年
貢
を
本
家
に
お
さ

め
な
が
ら
御
家
人
と
な
っ
た
。

建
久
元
年
(
一
一
九

O
)
頼
朝
が
京
都
に
む
か
つ
た
と
き
、
こ
の
地
域
の
御
家
人
で
従
兵
と
な
っ
た
も
の
は
、
中
村
四
郎
・
中
村
七
郎
・

中
村
五
郎
・
曽
我
小
太
郎
・
河
勾
三
郎
・
酒
勾
七
郎
三
郎
・
土
肥
次
郎
・
土
肥
荒
次
郎
・
広
沢
三
郎
・
二
宮
三
郎
・
波
多
野
小
次
郎
・
河

村
三
郎
・
沼
田
太
郎
・
広
沢
余
三
等
が
あ
っ
た
が
、
頼
朝
は
御
家
人
の
惣
領
・
庶
子
の
関
係
へ
も
た
ち
い
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
土

肥
氏
は
早
川
圧
の
地
顕
で
あ
る
こ
と
か
ら
下
地
進
止
権
の
権
限
を
も
っ
て
土
地
の
所
有
権
を
得
ょ
う
と
し
た
の
か
、
建
仁
二
年
三
二

C

一
一
)
庄
域
は
下
地
中
分
さ
れ
、

一
四

C
町
六
反
が
宮
根
山
に
寄
進
さ
れ
る
と
同
時
に
預
所
は
広
止
さ
れ
た
。
中
分
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と

は
早
川
圧
が
中
分
の
対
称
に
則
応
す
る
集
落
構
成
と
地
域
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
川
圧
の
構
成
は
「
長
尾
名
」
や
「
一
得
名
」
と
い

っ
た
名
か
ら
な
り
、
名
を
単
位
に
譲
っ
た
り
、
寄
季
、
〔
」
れ
た
り
し
た
(
欝
繋
藷
山
)
。

耕
作
さ
れ
る
自
作
地
と
「
在
家
」
の
耕
作
す
る
土
地
か
ら
な
っ
て
い
た
。

名
は
名
所
有
者
の
自
己
の
下
人
・
所
従
に
よ
っ
て

「
在
家
」

H
作
人
は
加
地
子
を
名
所
有
地
に
お
さ
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
名
主
と
関
係
を
も
っ
た
(
和
対
一
一
一
勝
)
。

地
頭
は
つ
ね
に
荒
蕪
地
開
拓
に
よ
っ
て
自
己
の
得
分
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

た
と
え

ば
承
元
四
年
(
一
二
一

O
)
六
月
「
先
祖
式
功
之
勝
劣
」
の
こ
と
か
ら
松
田
・
河
村
一
族
と
土
肥
・
小
早
川
輩
が
「
喧
嘩
」
に
お
よ
び
与
力

す
る
輩
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
城
に
寵
っ
た
の
は
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
よ
う
。
こ
の
仲
介
の
使
に
な
っ
た
の
は
相
模
の
御
家
人
三
浦
義
村

と
和
田
義
盛
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
歴
史
の
動
き
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

幕
府
政
権
の
成
立
・
確
立
過
程
で
、
相
模
の
武
士
は
有
力
な
地
位
を
え
て
い
た
が
、
幕
府
政
権
の
拡
大
は
各
地
の
有
力
地
方
式
士
と
幕

吏
の
登
場
が
あ
っ
た
。
と
れ
に
と
も
な
い
、
と
く
に
西
相
模
の
式
土
の
地
位
は
低
下
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
北
条
氏
が
幕
府
内
で
力
を
得
て



い
く
過
程
と
も
一
致
し
て
い
た
。

建
保
元
年
(
一
二
二
ニ
)
和
田
義
盛
の
挙
兵
は
こ
の
動
き
に
対
す
西
相
模
の
式
土
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。
和
田
義
盛
は
三
浦
義
明
の
長
子
義

宗
の
子
で
あ
る
が
、
義
宗
早
世
の
た
め
、
三
浦
氏
の
惣
領
職
を
つ
が
ず
、
和
田
氏
を
な
の
っ
た
。
鎌
倉
政
権
内
に
お
い
て
も
三
浦
一
族
と

は
ち
が
っ
た
動
き
を
な
し
、
式
蔵
横
山
党
と
姻
戚
関
係
を
む
す
び
、

と
く
に
相
州
の
式
士
と
の
関
係
は
ふ
か
か
っ
た
。
そ
れ
は
和
田
氏
が

蜂
起
す
る
や
「
曽
我
、
中
村
、
二
宮
、
河
村
之
輩
如
雲
騒
」
ぎ
、
土
肥
大
学
助
一
族
、
土
肥
左
衛
門
太
郎
、
松
田
一
族
、
波
多
野
一
族
が

与
力
し
た
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
(
餌
僻
鐙
ズ
註
7
〉

O

こ
の
戦
い
で
和
田
氏
に
与
力
す
る
と
み
え
た
三
浦
氏
は
裏
切
り
、

幕
府
側

に
ま
わ
っ
た
が
、
和
田
氏
と
相
模
の
式
土
と
の
関
係
か
ら
、
三
浦
氏
が
三
浦
半
島
か
ら
西
相
模
へ
の
り
だ
し
、
実
質
的
な
守
護
に
な
ろ
う

と
す
る
思
惑
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
註
8

な
と
こ
ろ
が
、
兵
乱
が
お
さ
ま
る
と
西
相
模
の
波
多
野
庄
菖
蒲
は
執
権
北
条
義
時
に
、

同
じ
く
田
原
は
志
村
次
郎
に
、
大
井
庄
は
幕
府
の
吏
僚
二
階
堂
山
城
判
官
に
あ
た
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
幕
府
H

北
条
氏
+
幕
府
の
吏

中世社会の展開と地域変貌

僚
の
権
力
が
西
相
模
に
の
び
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
地
域
変
化
が
お
き
て
い
る
は
ず
だ
が
、

一
O
年
た
っ
た
承
久
三

年
(
一
二
二
一
)
京
都
討
伐
に
む
か
つ
た
武
士
の
な
か
に
、
こ
の
地
域
の
武
士
が
み
え
活
躍
し
て
い
る
。
で
は
和
田
の
乱
は
ど
う
評
価
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
、
相
州
の
土
豪
武
士
が
参
加
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
武
士
の
敗
北
は
土
豪
武
士
下
の
惣
領
制
的
地
域
支

配
が
解
体
し
て
、
庶
子
家
の
独
立
が
は
か
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
れ
に
と
も
な
い
、
幕
府
の
と
ら
え
る
地
域
は
以
前
の
様
な
惣

領
を
つ
う
じ
て
で
は
な
く
、
よ
り
狭
い
庶
子
地
域
を
個
別
に
と
ら
え
た
と
思
わ
れ
る
。
北
条
氏
は
こ
の
庶
子
に
相
応
す
る
小
規
模
領
主
支

配
の
上
に
の
っ
て
得
宗
専
政
の
道
を
ひ
ら
く
の
で
あ
ろ
う
言
9
〉

O

こ
の
た
め
に
か
史
料
上
で
は
明
確
に
そ
の
差
が
あ
ら
わ
れ
ず
に
、
北
条
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氏
が
旧
来
の
勢
刀
を
温
存
し
た
様
に
み
え
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
で
こ
そ
、
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
に
伝
統
的
勢
力
を
も

っ
た
三
浦
氏
と
千
葉
氏
を
う
ち
た
お
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
o

三
浦
氏
が
滅
亡
し
た
の
ち
は
相
模
守
護
は
不
設
置
で
あ
っ
た
が
、



(
註
忠
実
質
的
に
は
北
条
得
宗
家
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
和
田
の
乱
以
後
、
西
柏
州
に
は
こ
れ
と
い
う
動
き
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
照
応
し
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て
地
域
範
囲
の
拡
大
、
縮
少
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
文
暦
元
年
(
一
二
三
四
)
の
評
定
衆
に
土
屋
左
衛
門
尉
平
宗
光
は
大
井
庄
の

領
主
山
城
守
行
政
男
隠
岐
守
藤
原
行
村
法
師
と
肩
を
な
ら
べ
て
い
た
(
澗
瓶
一
同
)
。

こ
の
在
地
状
態
は
南
北
朝
に
な
っ
て
も
か
わ
ら
な
か
っ

た。
南
北
朝
の
動
乱
元
弘
三
年
王
朝
の
反
革
命
は
足
利
尊
氏
ら
に
さ
さ
え
ら
れ
、
北
条
氏
を
う
ち
た
お
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
在
地

武
士
の
要
求
は
う
け
い
れ
ら
れ
ず
、
元
弘
四
年
(
一
三
三
四
)
大
友
氏
が
「
相
模
国
大
友
郷
内
田
地
壱
町
、
屋
敷
等
地
頭
職
並
鎌
倉
名
越
屋

敷
、
肥
後
国
神
蔵
圧
散
在
名
之
地
頭
職
」
の
安
堵
を
う
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
同
じ
年
一

O
月
に
は
矢
田
与
一
が

「
大
友
郷
内
田
地
一
町
屋
敷
」
に
「
濫
妨
」
を
は
た
ら
い
た
(
敗
防
)
。
南
北
朝
の
内
乱
が
在
地
領
主
の
所
領
の
拡
大
と
独
立
過
程
に
さ
さ
え
ら

れ
て
い
た
の
で
、
機
を
み
て
は
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
西
相
州
の
武
士
、
波
多
野
、
曽
我
等
は
北
朝
側
に
参
加
し
た

が
(
時
間
穀
鴎
)
、
文
和
元
年
(
一
三
五
二
)
南
朝
の
将
「
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
、
脇
屋
左
衛
門
佐
義
治
は
尚
鎌
倉
に
お
は
し
け
る
が
、
将
軍
八

ヶ
国
の
勢
を
率
し
て
、
鎌
合
一
に
寄
給
ふ
由
、
聞
え
け
れ
ば
、
義
興
も
義
治
も
只
此
に
て
討
死
せ
ん
と
宣
ひ
け
る
を
、
松
田
・
河
村
の
者
共

某
等
が
所
領
の
内
、
究
寛
の
深
山
侯
へ
ば
、
只
夫
へ
先
へ
先
引
寵
ら
せ
給
ひ
、
諸
国
の
兵
を
集
て
こ
そ
、
重
て
合
戦
も
候
は
め
と
、
強
て

市
け
れ
ば
、
義
興
・
義
治
諸
共
に
、
一
二
月
四
月
、
鎌
倉
を
引
て
、
松
田
、
河
村
、
酒
勾
己
下
、
六
千
余
騎
の
勢
を
率
し
て
、
国
府
津
山
の

奥
に
」
た
て
こ
も
っ
た
。
し
か
し
、

「
新
田
左
兵
衛
佐
義
興
、
脇
屋
左
衛
門
佐
義
治
、
倶
に
相
模
河
村
城
を
落
て
」

「
東
国
心
安
く
成

て
、
将
軍
尊
氏
卿
上
洛
L

(

政
平
)
し
え
た
。
こ
の
様
な
武
士
の
動
き
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
農
村
と
大
差
が
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。

た
と
え
ば
大
友
郷
(
現
在
の
西
大
友
、
東
大
友
、
延
清
を
中
心
し
た
地
域
)
が
、
近
世
に
み
ら
れ
る
集
落
構
成
と
は
本
質
的
に
ち
が
い
、

延
清
名
し
と
い
っ
た
一
名
L

か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
。
こ
れ
実
態
は
お
そ
ら
く
、
早
川
庄
の
「
一
得
名
」
や
「
長
尾
名
」
と
同

一「

了



じ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
延
清
は
酒
匂
川
の
つ
く
っ
た
自
然
堤
防
と
河
岸
段
丘
と
の
聞
に
位
し
、
酒
匂
川
の
つ
く
っ
た
河
の
堆
の
上
に
の
っ
た

集
落
で
あ
っ
た
が
、
酒
匂
川
に
連
続
し
た
堤
防
が
つ
く
ら
れ
な
い
近
世
以
前
で
は
自
然
河
川
の
災
害
に
お
そ
わ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
だ

っ
た
ろ
う
。
集
落
は
自
然
河
川
に
よ
っ
て
河
道
よ
り
高
く
堆
が
つ
く
ら
れ
た
地
を
足
か
が
り
に
土
地
開
発
が
す
す
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
た
め
、

「
延
清
名
」
と
い
っ
て
も
一
円
に
集
中
し
て
存
在
せ
ず
、
耕
地
に
な
り
う
る
地
を
耕
地
に
し
た
た
め
、

「
名
」
耕
地
は

在
散
し
て
い
た
だ
ろ
う
主
日
〕
0

い
い
か
え
る
な
ら
ば
何
人
か
の
「
名
」
耕
地
が
一
定
の
地
域
に
存
在
し
て
い
た
し
、
名
を
所
有
す
る
式
士

は
所
領
の
一
円
化
を
は
か
ろ
う
と
闘
争
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
様
な
事
態
は
河
道
が
人
工
的
に
固
定
す
る
戦
国
時
代
ま
で
つ
づ

き
、
中
世
村
落
と
近
世
村
落
は
根
本
的
に
ち
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
(
註
ロ
ヨ

三
浦
氏
は
、
北
条
氏
の
滅
亡
後
、
建
政
二
年
(
一
三
三
五
)
高
継
が
「
相
模
国
大
介
職
陣
三
浦
内
三
崎
、
松
和
、
金
田
、
菊
名
、
網
代
、

諸
石
名
、
大
磯
郷
、
東
坂
問
、
三
橋
、
末
吉
、
上
総
国
天
羽
郡
内
」
の
所
領
を
尊
氏
よ
り
得
て
相
模
の
守
護
に
な
っ
た
(
政
敵
)
が
、
そ
の
子

中世社会の展開と地域変貌

高
通
に
な
る
と
貞
治
五
年
(
一
三
六
六
)
鎌
倉
浄
明
光
寺
領
相
模
国
金
目
郷
に
守
護
代
が
「
背
先
例
、
放
入
使
者
於
当
所
、
充
仰
種
々
課
役

就
致
詰
責
、
土
民
等
及
翠
寵
」
し
た
。

そ
こ
で
関
東
管
領
基
氏
は
「
所
行
之
企
、

甚
難
遁
其
答
、

所
詮
為
断
向
後
違
乱
、

厳
密
所
有
渋

汰
」
だ
と
三
浦
高
通
に
申
し
お
く
つ
た
。

こ
の
事
態
が
お
こ
る
の
も
、

「
伊
勢
太
神
宮
役
夫
工
米
、

造
内

寺
領
の
「
公
回
」
に
か
か
る

一
裏
、
御
親
、
大
嘗
会
以
下
勅
役
、
院
役
、
都
部
寺
社
所
役
、
国
司
、
守
護
伎
入
勘
、
官
使
、
段
末
、
棟
別
、
関
津
賃
銭
、
官
家
、
俗
家
臨

事
公
役
」
を
か
け
た
り
、

「
甲
乙
人
等
妨
」
や
「
一
円
不
輸
」
を
保
証
し
た
り
、

「
公
回
」
の
流
夫
の
被
害
状
態
を
調
査
し
て
「
公
田
」

に
か
か
る
諸
役
の
免
除
査
定
争
す
る
の
も
守
護
の
役
割
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
特
効
翻
)
。

守
護
が
こ
の
権
限
を
利
用
す
れ
ば
容
易
に
在
地
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へ
勢
力
拡
大
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
村
庄
厩
河
村
(
前
川
)
は
走
湯
山
雷
電
社
領
で
中
納
言
律
師
明
善
の
「
沙
汰
付
下
地
」
で

あ
っ
た
が
、
明
徳
元
年
(
一
三
九

O
)
「
中
村
安
芸
太
郎
代
官
等
、
立
還
遵
行
之
地
致
違
乱
」
に
お
よ
ん
だ
。
そ
れ
は
中
村
庄
の
進
止
権
が
中



村
安
芸
太
郎
に
あ
っ
て
、
庄
内
に
畠
一

O
町
と
田
六
町
の
雷
電
社
領
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
違
乱
が
お
こ
な
わ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
違
乱
に
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対
し
て
相
模
守
護
三
浦
高
連
は
国
代
官
岡
蔵
人
大
夫
人
道
聖
州
を
つ
か
わ
し
、
調
査
し
て
違
乱
を
み
と
め
、
走
湯
山
の
権
利
を
保
護
し
た

(
対
一
蹴
山
)
。

応
永
九
年
(
一
四

O
二
)
に
も
鶴
岡
八
幡
宮
が
所
領
「
早
河
庄
内
久
富
名
」
を
竜
崎
尾
張
守
家
人
依
田
太
郎
に
十
五
ヶ
年
期
で
売

わ
た
し
た
が
、
依
田
太
郎
は
「
任
社
領
泊
却
之
地
半
済
之
法
、
被
仰
付
之
処
、

一
円
押
領
之
、
苅
取
作
毛
、
前
刀
取
竹
木
」
な
ど
の
「
種
々

狼
籍
」
を
し
た
の
で
、
関
東
執
事
上
杉
朝
宗
は
「
難
年
紀
一
ヶ
年
相
成
沙
汰
下
地
於
弘
能
」
と
守
護
三
浦
高
連
に
そ
の
禁
止
を
命
じ
た

(
輔
畑
町
勝
)
。

守
護
を
は
じ
め
と
し
て
在
地
武
土
達
は
非
合
、
法
と
は
い
え
、

実
質
的
に
下
地
を
握
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
自
己
の
所
有
権
を

実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
「
公
団
」
の
年
貢
諾
役
の
う
え
に
立
っ
て
い
る
鎌
倉
府
に
し
て
み
れ
ば
、

在
地
武
士
の
要
求
と
は
矛
盾
す
る
の
で
、
そ
の
要
求
を
否
定
し
た
。
し
か
し
、

「
百
姓
」
の
要
求
の
上
に
立
っ
て
い
る
在
地
領
主
の
要
求

を
い
つ
ま
で
も
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
応
永
二
三
年
(
一
四
一
六
)
上
杉
禅
秀
の
乱
は
そ
れ
ら
在
地
領
主
の
不
満
の
爆
発
で
あ

っ
た
。
こ
と
の
は
じ
ま
り
は
禅
秀
の
家
人
の
所
領
が
関
東
管
領
足
利
持
氏
に
よ
っ
て
う
ば
わ
れ
た
こ
と
が
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た
が
、
鎌

倉
府
内
に
あ
っ
て
犬
懸
上
杉
氏
が
山
内
氏
に
よ
っ
て
圧
倒
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
や
京
都
に
於
て
義
嗣
が
義
持
に
か
わ
り
将
軍
に
な
ろ
う

と
し
た
動
き
が
か
ら
ん
で
戦
い
と
な
っ
た
(
註
臼
)
O

一
見
、
私
怨
に
み
え
る
こ
の
戦
い
も
、

さ
き
に
の
べ
た
事
態
や
禅
秀
が
応
永
二
二
年
に

関
東
執
事
を
や
め
た
と
き
「
今
年
何
と
な
く
鎌
倉
中
騒
動
し
て
近
国
の
兵
、
忍
び
忍
び
に
参
り
け
る
」
と
い
っ
た
風
雲
急
を
告
げ
る
動
き

が
み
え
、
動
乱
に
与
力
し
た
「
千
葉
介
兼
胤
、
岩
松
治
部
大
輔
入
道
天
用
(
満
純
)
、
両
人
は
禅
秀
の
婿
な
れ
ば
不
及
申
、
渋
河
左
馬
助
、

舞
木
太
郎
、
児
玉
党
に
は
大
類
、
倉
賀
野
、
丹
党
の
者
ど
も
、
其
外
荏
原
、
蓮
沼
、
別
府
、
玉
井
、
瀬
山
、
裏
尻
、
甲
州
に
は
筑
田
安
芸

入
道
信
満
に
は
祥
秀
の
鼻
な
れ
ば
最
前
に
来
る
。
小
笠
原
の
一
族
、
伊
豆
に
は
狩
野
介
一
類
、
相
州
に
は
曽
我
、
中
村
、
土
肥
、
土
屋
、

常
陸
に
は
名
越
一
党
、
佐
竹
上
総
介
(
山
入
興
義
)
、
小
田
太
郎
治
朝
、
府
中
、
大
抜
行
方
、
小
栗
、
下
野
に
那
須
越
後
入
道
資
之
、
宇
都



葛
西
、

す
、
鎌
倉
在
国
衆
に
は
木
戸
内
匠
助
伯
父
甥
、
二
階
堂
、
佐
々
木
一
類
を
初
め
と
し
て
百
余
人
」
尋
問
吐
山
)
で
あ
っ
た
が
、

宮
佐
衛
門
佐
、

陸
奥
に
は
篠
河
殿
へ
頼
申
問
、

芦
名
盛
久
、

海
東
四
郡
の
者
ど
も
み
な
同
心

結
城
、

石
川
、

南
部
、

白
川
、

「
相
州
」
の
も

の
と
し
て
、
曽
我
、
中
村
、
土
肥
、
土
屋
が
あ
げ
ら
れ
、

つ
ね
に
関
東
管
領
と
歩
を
一
つ
に
し
て
き
た
式
土
が
反
対
側
に
ま
わ
っ
た
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
式
士
は
西
相
州
の
も
の
で
も
っ
と
も
戦
闘
的
に
戦
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
持
氏
は
窮
地
に

お
い
こ
ま
れ
た
が
、
幕
府
は
持
氏
支
持
に
か
わ
り
、
駿
河
守
護
今
川
氏
を
討
伐
に
さ
し
む
け
た
の
で
禅
秀
の
「
味
方
大
形
心
替
り
し
て
敵

に
加
」
わ
る
と
い
っ
た
仕
末
で
決
定
的
戦
闘
が
お
こ
な
わ
れ
ず
に
乱
は
幕
を
と
じ
た
。
こ
の
成
ゆ
き
は
当
時
「
国
人
」
と
呼
ば
れ
た
土
豪
式

士
の
経
済
的
基
礎
に
大
き
な
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
必
ず
し
も
事
は
こ
れ
で
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。
応
永
二
四
年
持
氏
は
信

任
の
あ
つ
い
鎌
倉
侍
所
大
森
式
部
大
輔
頼
顕
に
土
屋
・
土
肥
の
欠
所
地
を
あ
た
え
、
小
田
原
に
配
し
て
西
相
州
の
式
土
の
反
乱
に
そ
な
え

る
と
同
時
に
西
国
か
ら
の
脅
威
に
対
処
し
た
。
内
乱
に
つ
ぐ
内
乱
は
、
水
享
一

O
年
(
一
四
三
八
)
持
氏
と
山
内
上
杉
憲
実
の
戦
い
発
展
し
、

中世社会の展開と地域変貌

曽
我
中
村
両
氏
は
持
氏
側
に
参
加
敗
死
し
た
。
持
氏
の
敗
死
は
結
城
の
乱
を
ひ
き
お
こ
し
、
か
え
っ
て
関
東
は
混
乱
状
態
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
宝
徳
元
年
(
一
四
四
九
)
関
東
の
豪
族
安
一
房
の
塁
見
、
下
総
の
結
城
、
千
葉
、
梁
田
、
下
野
の
小
田
、
小
山
の
諸
氏
は
持
氏
の
子
成
氏

を
関
東
管
領
に
む
か
え
た
が
、
旧
来
の
関
係
を
か
え
る
の
で
も
な
く
、

「
公
団
」
に
基
礎
を
お
き
、
浄
光
明
寺
領
の
地
域
、
波
多
野
庄
内

平
沢
村
、
苅
野
庄
内
怒
田
郷
、
同
国
波
多
野
庄
内
大
槻
村
が
関
東
管
領
の
権
限
で
プ
「
役
夫
工
米
、
国
街
般
若
会
以
下
諸
役
課
役
、
並
守

護
使
、
郡
使
催
促
入
部
」
が
免
除
さ
れ
た
。
ま
た
鶴
岡
八
幡
宮
の
所
領
は
売
却
さ
れ
て
い
た
が
保
護
を
く
わ
え
る
た
め
つ
ぎ
の
様
な
徳
政

を
し
い
た
。
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「
鶴
岡
八
幡
宮
御
供
一
新
所
武
蔵
国
青
木
村
融
謹
一
旦
慨
一
諸
般
役
、
同
地
下
人
等
一
鴻
、
相
模
国
早
河
圧
久
富
名
内
耕
一
側
一
報
湖
道
買
官
、

同
国
阿
久
和
郷
内
水
田
、
同
国
桑
原
郷
内
田
畠
、
同
国
語
山
関
所
諸
問
伊
章
、
難
令
語
、
為
徳
政
所
返
付
也
、
早
止
買
得



人
椅
、
如
元
可
全
知
行
之
状
如
件
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宝
徳
二
年
九
月
廿
一
日

成
民

イじ

押

当
社
別
当
御
一
房

-
『
鶴
岡
八
幡

L

F

(

日
文
書

こ
れ
に
よ
る
と
鶴
岡
八
幡
宮
の
「
泊
脚
」
の
地
は
当
地
域
の
交
通
の
要
衝
に
あ
た
る
の
で
成
氏
も
地
下
人
の
子
に
わ
た
る
こ
と
は
自
己
の

権
力
の
基
礎
を
ほ
り
く
ず
さ
れ
る
も
の
と
み
て
徳
政
を
し
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
地
下
人
と
い
っ
て
も
、
浄
光
明
寺
領
波
多
野
庄
三
久

留
部
名
で
は
三
久
留
部
兵
庫
助
の
相
拘
田
地
を
兄
七
郎
次
郎
が
地
代
官
を
し
て
い
た
と
き
、
多
分
の
地
を
泊
却
す
る
と
い
っ
た
分
解
も
み

ら
れ
た
o

と
は
い
え
、
「
地
下
人
」
と
い
う
式
士
の
要
求
に
反
し
た
こ
と
は
成
氏
が
康
正
元
年
(
一
四
五
五
)
上
杉
房
顕
ら
に
そ
む
か
れ
、

関
東
管
領
職
を
奪
わ
れ
、
古
河
に
お
わ
れ
る
運
命
を
約
束
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
地
域
的
発
展
の
速
度
に
よ
っ
て
こ
と
な
る
が
古
河
公
方
を
支
持
す
る
地
域
と
上
杉
氏
を
支
持
す
る
地
域
に
わ
か
れ
て
あ
ら
そ

ぃ
、
そ
の
中
心
は
式
州
か
ら
上
州
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
文
明
九
年
(
一
四
七
七
)
に
な
る
と
そ
の
余
波
が
相
州
に
も
お
よ
び
長
尾
景
春
の

被
官
人
が
溝
巴
木
(
厚
木
)
に
城
を
か
ま
え
、
越
後
五
郎
四
郎
が
小
磯
に
山
城
を
と
り
た
て
、
金
子
掃
部
助
が
小
沢
(
愛
甲
郡
角
田
)
に
寵

り
、
上
杉
氏
の
将
太
田
道
濯
に
抗
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
西
相
州
に
は
松
田
左
衛
門
尉
頼
秀
が
あ
っ
て
、
道
濯
に
は
「
雄
河
村
令
合
宿
候
、

残
留
忠
信
、
誠
不
勝
所
感
俣
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
中
村
庄
五
所
八
幡
宮
の
長
禄
元
年
(
一
四
五
七
)
の
棟
札
に
は
関
野
新
五
郎
清

吉
と
曽
我
五
郎
右
衛
門
入
道
資
吉
の
名
が
み
え
、
文
明
十
二
年
(
一
四
八

O
)
の
棟
札
に
は
「
右
滋
蕊
御
造
之
功
勲
、
天
下
泰
平
、
国
衛
豊

旨
如
件
」

鏡
、
大
檀
那
身
宮
安
泰
、
福
寿
増
長
、
子
孫
繁
栄
、
祈
願
成
就
、
皆
令
満
足
百
吏
、
如
意
次
翼
郷
中
氏
人
真
俗
等
、
除
災
与
衆
、
の
板
札

(
閑
語
一
一
向
国
一
)
と
し
る
さ
れ
た
。
こ
れ
を
勧
進
す
る
層
は
在
地
の
地
下
人
と
い
う
武
士
ら
で
あ
り
、
北
条
早
雲
の
出
現
を
期
待
し
て

い
た
層
で
あ
っ
た
。
明
応
四
年
(
一
四
九
五
)
九
月
小
田
原
城
を
早
雲
が
攻
撃
し
た
と
き
、
大
森
藤
頼
に
従
っ
た
の
は
成
田
出
身
の
成
田
氏



で
あ
っ
た
が
、
相
州
の
有
力
武
士
、
間
宮
、
石
巻
、
安
藤
、
梶
原
、
大
谷
、
諏
訪
、
橋
本
、
関
、
福
島
、
中
村
、
酒
旬
、
行
方
、
河
村
'

布
施
の
諸
家
は
北
条
氏
に
参
加
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
諸
家
は
北
条
氏
政
権
内
で
大
き
な
地
位
を
え
て
、
分
国
拡
大
に
大
い
に
活
躍

し
た
。
そ
れ
ら
は
酒
匂
出
身
の
式
土
が
多
く
、
北
条
氏
の
分
国
拡
大
後
も
足
柄
平
野
に
所
領
を
も
っ
て
い
た
が
、
曽
我
氏
の
ご
と
き
は
山

内
上
杉
氏
と
と
も
に
越
後
に
う
っ
て
い
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
西
相
州
の
式
土
の
系
譜
は
何
度
か
の
戦
乱
を
へ
て
き
た
と
は
い
え
変
ら
な

か
っ
た
。
そ
れ
と
同
様
に
地
域
的
要
求
に
よ
る
地
域
変
化
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
ほ
ど
の
展
開
は
み
せ
な
か
っ
た
が
、
戦
国
時
代
に

な
り
、
知
行
地
が
き
め
ら
れ
、
知
行
替
が
お
こ
な
わ
れ
は
じ
め
る
と
知
行
地
の
位
置
を
確
認
す
る
郡
制
が
復
活
し
た
。
と
こ
ろ
が
律
令
制

国
家
下
の
郡
制
と
は
ち
が
い
、
相
州
で
は
東
郡
・
中
郡
・
西
郡
が
お
か
れ
、
他
地
域
は
敵
国
と
の
力
関
係
で
支
城
を
中
心
に
地
域
が
設
定

さ
れ
、
ま
た
小
田
原
を
中
心
に
三
保
ノ
奥
を
い
っ
た
地
名
も
う
ま
れ
た
。

中世社会の展開と地域変貌

註
ー

歴
史
の
教
科
書
で
は
中
世
即
封
建
制
と
規
定
し
て
い
る
が
、
強
い
て
封
建
制
を
中
世
と
い
う
な
ら
ば
、
私
と
し
て
は
近
世
、
後
期
封
建
社
会
を

中
世
と
規
定
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
ろ
う
が
、
別
稿
に
ゆ
ず
り
、
編
者
の
意
図
に
そ
っ
た
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
時
代
か
ら
織
豊
政
権

成
立
以
前
を
中
世
と
す
る
。
こ
こ
で
は
中
世
を
無
規
定
、
無
概
念
で
っ
か
っ
て
い
る
。

註
2

こ
れ
が
地
理
学
で
い
う
圏
構
造
論
と
思
う
が
、
乙
こ
で
は
戦
国
か
ら
江
戸
時
代
の
転
換
期
が
紙
数
の
関
係
で
論
ぜ
ら
れ
な
い
の
で
明
確
に
で
て

乙
な
い
。

註
3

現
在
で
も
湧
水
は
秦
野
市
街
地
の
用
水
に
使
用
し
て
も
多
量
に
あ
ま
っ
て
い
る
。

註
4

現
在
で
も
松
田
地
域
の
水
田
の
一
部
は
こ
の
水
を
利
用
し
て
い
る
。
第
三
組
層
は
つ
ね
に
水
を
ふ
く
ん
で
い
て
、
平
地
に
水
を
供
給
す
る
の

で
、
は
や
く
か
ら
水
田
経
営
の
適
地
と
な
っ
て
い
る
。
小
出
俊
著
「
山
崩
れ
」
応
用
地
質
E
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古
今
書
院

註
5

乙
の
点
に
つ
い
て
、
谷
岡
武
雄
民
は
「
一
般
的
に
沖
積
扇
状
地
に
お
い
て
は
、
傾
斜
変
換
線
に
当
る
た
め
湧
水
を
み
る
扇
端
が
ま
ず
居
住
さ
れ
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つ
い
で
扇
側
よ
り
一
扇
一
頂
に
向
い
中
央
の
開
発
は
最
も
遅
れ
て
行
わ
れ
る
。
従
っ
て
扇
端
と
扇
央
と
の
問
に
は
、
開
拓
の
時
期
的
な
大
き
な
隔
り

が
容
在
す
る
。
そ
う
し
て
こ
の
隔
り
は
、
畿
内
の
歴
史
的
な
先
進
地
域
を
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
は
な
は
だ
し
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
(
蕗
銃
器
誌
利
脚
本
)
。
こ
の
指
摘
は
一
面
的
に
は
正
し
い
が
、
辺
境
地
帯
の
研
究
が
お
く
れ
て
い
る
現
在
、
そ
う
い
え
る

か
ど
う
か
、
ま
た
、
畿
内
に
集
中
的
に
史
料
が
の
こ
っ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、

ζ

の
点
に
つ
い
て
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
開
拓

の
絶
対
年
代
に
つ
い
て
は
日
本
の
地
質
の
複
雑
性
と
か
ら
ん
で
、
き
わ
め
に
く
い
が
人
間
が
自
然
を
克
伏
す
る
の
が
、
い
か
な
る
段
階
に
可
能

に
な
る
か
、
ま
た
そ
の
原
動
力
は
何
に
よ
る
か
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
「
畿
内
の
歴
史
的
な
先
進
地
域
を
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
」
開

拓
が
お
く
れ
る
の
は
畿
内
の
文
化
水
準
の
高
い
乙
と
に
よ
る
の
か
、
畿
内
の
地
質
構
造
、
そ
の
も
の
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
ま
だ
充
分
の
検
討
の
余
地
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
関
東
の
や
う
な
構
造
盆
地
で
は
畿
内
で
自
然
を
克
伏
し
た
技
術
で
可
能
な
の
か
ど

う
か
、
そ
れ
に
関
係
し
て
畿
内
を
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
、
開
拓
が
お
く
れ
る
と
い
う
問
題
の
た
で
か
た
に
は
難
点
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
就
中
、
文
化
水
準
は
た
し
か
に
畿
内
で
は
た
か
い
が
、
そ
れ
が
農
民
の
再
生
産
構
造
と
直
接
関
連
し
て
開
拓
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
ぐ
れ
た
研
究
、
菊
地
利
夫
氏
の
「
新
田
開
発
」
を
あ
げ
う
る
が
、
ま
だ
、
日
本
全
体
史
に
お
け
る
近
世
の
新
田
の

役
割
に
つ
い
て
は
充
分
の
解
答
ぞ
あ
た
え
た
と
は
い
え
な
い
。

註
6

拙
稿
「
後
北
条
民
分
国
の
地
域
的
研
究
」
歴
史
評
論

一O
O号

註
7

乙
の
外
和
国
民
に
与
均
す
る
相
模
の
武
士
は
毛
利
、
渋
谷
、
梶
原
、
大
庭
、
豊
田
、
四
宮
、
愛
甲
、
海
老
名
、
白
根
、
岡
崎
、
佐
奈
回
、
津
久

井
の
諸
民
が
あ
っ
た
。

註
8

相
模
国
の
守
護
に
つ
い
て
、
佐
藤
進
一
民
は
「
一
本
一
見
三
年
十
二
月
十
五
日
幕
府
よ
り
近
国
守
護
に
命
じ
て
補
任
の
下
文
を
提
出
せ
し
め
た
時
、

三
浦
義
村
は
『
祖
父
義
明
天
治
以
来
依
相
交
相
模
国
雑
事
、
同
(
右
大
将
)
御
時
、
検
断
事
同
可
致
沙
汰
之
旨
、
義
澄
承
之
記
』
と
上
申
し
た

(艇妻)。

ζ

れ
に
よ
れ
ば
頼
朝
は
創
業
の
際
、
従
来
の
三
浦
民
が
相
模
国
に
有
し
た
或
る
種
の
権
限
(
相
交
相
模
国
雑
事
)
を
認
め
、
且
つ
検

断
権
を
附
与
し
て
、
そ
の
ま
ま
三
浦
氏
を
相
模
守
護
と
し
た
訳
で
あ
る
」
と
考
証
さ
れ
た
が
、
さ
き
に
あ
げ
た
文
治
二
年
に
頼
朝
が
「
為
宗
F

白
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姓
等
給
肇
牙
」
た
と
き
、
三
浦
と
中
村
庄
司
に
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
浦
氏
が
相
模
守
護
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
権
限
は
一
一
周

全
体
に
わ
た
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

訟
9 

鈴
木
良
一
著
「
横
浜
市
史
」
第
一
巻

の
得
宗
専
政
の
評
価
は
、
小
規
模
領
主
の
権
力
と
評
価
し
て
い
る
。
横
浜
市
域
の
小
領
主
の
経
済
的
基

磁
の
地
域
は
相
模
の
上
享
武
士
の
庶
子
の
経
済
的
基
礎
の
地
域
と
同
質
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
幕
府
法
に
規
定
さ
れ
た
惣
領
法
は
こ
の
様
な

経
済
的
規
模
を
も
っ
武
士
を
考
え
て
想
定
さ
れ
に
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
谷
田
を
基
礎
に
も
つ
武
士
の
ζ

と
で
あ
る
。

註
叩

佐
藤
進
一
箸
「
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
」

庄
園
の
「
名
」
が
敢
在
す
る
の
も
、
こ
の
様
な
自
然
地
理
的
条
件
か
ら
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ζ

の
点
に
留
意
し
て
、
今
後
の
庄
園
な
ら

註
日

ぴ
中
世
村
落
の
研
究
が
お
こ
な
わ
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

註
ロ

中
世
の
「
名
」
が
近
世
に
な
っ
て
の
乙
り
得
な
い
の
も
こ
の
様
な
点
に
起
因
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註
日

永
原
慶
二
「
東
国
に
お
け
る
惣
領
制
の
解
体
過
程
」
史
学
雑
誌

「
戦
国
か
ら
近
世
」
の
問
題
は
紙
数
の
関
係
で
省
い
た
が
、
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ム
で
報
告
を
お
こ
な
っ
た
の
で
、

別
稿
。
信
用
意
し

日
篇
3
号

(
付
記
、
て
い
る
。
「
戦
国
大
名
論
」
歴
史
学
研
究
一
九
五
五
年
四
月
号
。
な
お
こ
の
研
究
は
鈴
木
良
一
民
と
の
一
連
の
研
究
成
果
で
あ
る
o

最
後
に
浅
香

幸
雄
先
生
の
御
推
挙
に
よ
り
本
稿
ぞ
ま
と
め
え
た
乙
と
に
感
謝
し
ま
す
)




